
AIを活用してAIを活用する

人間に答えられて
AIに答えられない質問とは？

実践スケジュール

それは意思を聞く質問。

～OKASHOP部の業務改善をAIで実践する～
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システムの課題

「何をしたいか？」と問うと、
AIができることの中から提案してくる。

意思決定は人間がするものであり、
AIは、意思決定のための材料を

提供してくれるもの。

この理解が先端技術への不安を拭い、
正しい活用を生むのではないか。

課題研究の講座を開講４月

５月 AIに関するアンケート調査

６月 AIによるシステム開発

７月 プロトタイプの試用

９月

12月

１月

２月

３月

外部講師招聘(２ヵ月程)

再システム開発

プロトタイプの試用

完成品の納品(予定)

来年度への引継ぎ

開発するシステムの理想図

育成ビジョン

AIを使って
AIの技術を活用

できる人材

現代はBANI時代

これからを生きる生徒たちへ

『AI×商業』を
実践できる人材

研究上の課題

会計ビジネス科の
生徒がシステム開発
を行っているため、
プログラミング言語
が全く分からず、デ
バッグが難しい。

リアルタイムの会
話を分析するには、
リアルタイムスト

リーミングサーバが
必要になり、多額の

費用がかかる。
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